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本書はあくまでも知識の自己増殖の考え

方をまとめたものです。実際の運用には、

誤りの自己増殖などいくつかの問題に対

処する必要があります。

それら問題への対策や他の分野への応

用などは順次紹介したいと思います。





LLMの限界とナレッジグラフの必要性



「知識の自己増殖」とは何か？

システムが既存のデータとルールを掛け合わせ、誰も教えていない「未知の事実」を

自律的に生み出し続けるプロセスである。

RDF (トリプル表現)で、すべての情報（データとルール）を「主語- 述語-目的語」の最小単位で記述。



「データ」と「ルール」の明確な分離



４ステップで回る「自己増殖サイクル」



製造サプライチェーンのユースケース



Neo4j「GRAPH TYPE」がもたらす安全性



LangChainとNeo4jによる自律型パイプライン



次世代の知能インフラとして展望



知識DBの構築の例

散在する情報から、ひとつの「生きた頭脳へ」

Notion X Neo4j X Gemini連携による次世代ナレッジグラフ構築例



現状の課題と本提案がもたらす変革



なぜ、従来のLLM検索が期待通りに機能しないのか？



情報のサイロ化と「Vector RAG」の限界



「自己成長型」ナレッジ基盤とは？

散在するGoogle DriveとNotionの資産をそのまま活かし、Geminiの検索精

度を根本から向上させます。



なぜ「グラフ」が必要なのか？



システム全体構成図 : MCPが実現するシームレスな統合



フルサークルアーキテクチャー



オントロジーに基づく知識の構造化抽出

単なるテキストの切り刻み (チャンク化) ではなく、文書を「意味とルール」

として抽出します。

効果: 誰が、いつ、どのような条件で関わるのかという「文脈」を保持したまま知識化するため、

正確な回答の基盤となかります。



知識の自己増殖（RDFとグラフ推論）

使えば使うほど、システムが自律的に新しい関係性を推論し、知識ペースを拡張します。

効果: LLMによる新規抽出とグラブフ推論が組み合わさることで、 手作業による入力なしに、 自律的に

知識がスケールアップします。



Synapse型 Notionインタフェース

複雑なナレッジグラフを可視化しても人間には扱えません。 Alの記憶を、

使い慣れたNotionへと変換します。



次世代の検索、GraphRAGの威力



期待される導入効果



知識DBの今後の展開

個の属人的知識や職人的ノウハウから、ひとつの「生きた頭脳へ」

ローカルLLMと模倣・強化学習との連携による設計やフィジカルAIへ
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